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こごまあつし●アメリカのブラ
ンドコンサルティング企業数社の
日本法人代表を歴任後、2013
年より現職。研究室では、産学
連携で各世代の価値観や購買
行動を調査研究。近著に『新消
費をつくるα世代』（日経ＢＰ）。

　
私
た
ち
が
今
、
向
き
合
っ
て
い
る
学

生
や
受
験
生
は
Z
世
代
で
す
。
そ
の
次

の
世
代
が
、
2
0
1
0
年
以
降
に
生
ま

れ
た
α
世
代
で
す
【
図
表
1
】。
研
究

の
き
っ
か
け
は
ゼ
ミ
生
か
ら
出
た
「
弟

や
妹
は
、
自
分
た
ち
と
は
違
う
」
と
い

う
声
で
し
た
。
私
は
そ
の
違
和
感
を
手

が
か
り
に
、
新
世
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
Z
世
代
は
、
様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
状
況
下
で
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
環
境
に

適
応
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
怖
い

経
験
も
し
て
い
る
た
め
、
A
I
を
含
め

た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
警
戒
心
も
持
っ

て
い
ま
す
。
一
方
の
α
世
代
は
、
A
I

ネ
ー
テ
ィ
ブ
で
す
【
図
表
2
】。
物
心

つ
い
た
と
き
か
ら
A
I
が
組
み
込
ま
れ

た
ス
マ
ー
ト
家
電
や
学
習
ア
プ
リ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
が
存
在
。
使
え
ば

使
う
ほ
ど
情
報
を
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
し

て
く
れ
る
A
I
は
、
自
分
の
こ
と
を
よ

く
知
る
「
信
頼
で
き
る
相
棒
」
で
す
。

私
の
研
究
室
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、

「
A
I
に
褒
め
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
」

と
回
答
し
た
生
徒
も
い
た
ほ
ど
で
す
。

　
情
報
収
集
の
し
か
た
も
変
わ
り
ま
し

た
。
Z
世
代
は
レ
ビ
ュ
ー
の
検
索
を
重

ね
た
り
、
S
N
S
で
自
分
と
似
た
人
の

意
見
を
探
し
、
慎
重
に
意
思
決
定
し
ま

す
が
、α
世
代
は
Z
世
代
ほ
ど
に
検
索

に
時
間
を
か
け
ま
せ
ん
。「
信
頼
で
き

る
」
A
I
の
答
え
を
受
け
入
れ
、
そ
の

う
え
で
「
自
分
に
合
う
」
も
の
に
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
に
時
間
を

か
け
ま
す
【
図
表
3
】。
こ
の
よ
う
な

彼
ら
の
「
タ
イ
パ
」
意
識
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
表
れ
て
お
り
、
本
題

に
早
く
入
り
た
い
、
少
な
い
や
り
取
り

で
納
得
感
を
得
た
い
と
い
う
「
コ
ミ
ュ

パ
」
意
識
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
親

し
ん
で
い
る
た
め
、
現
実
と
バ
ー
チ
ャ

ル
を
区
別
し
ま
せ
ん
。

　
S
N
S
に
つ
い
て
も
、
Z
世
代
ほ
ど

依
存
し
て
い
ま
せ
ん
【
図
表
4
】。
他

者
に
対
し
て
リ
ア
充
を
誇
る
よ
う
な
投

稿
は
せ
ず
、ほ
と
ん
ど「
見
る
専
」で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、「
他
者
か
ら
の
承
認

欲
求
」
よ
り
も
、「
自
己
肯
定
感
」
重

視
の
価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育

の
影
響
も
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
一
人

ひ
と
り
違
う
個
性
を
持
つ
と
い
う
「
多

様
性
」
は
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
前
提
」
で
す
。
自
己
紹
介
で
も
、「
得

意
な
こ
と
」
よ
り
「
好
き
な
こ
と
」
を

話
し
ま
す
。
優
劣
を
生
み
に
く
く
、
共

感
で
つ
な
が
れ
る
か
ら
で
す
。
社
会
課

題
へ
の
姿
勢
も
同
様
で
、
一
部
の
意
識

高
い
系
の
も
の
で
は
な
く
、
解
決
す
べ

き
「
前
提
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
志
向
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
は
仕
事
よ
り
家
庭
優
先
志
向

の
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
中
心
で
す
。
母

親
対
象
の
調
査
結
果
か
ら
は
、「
子
ど

も
の
個
性
の
尊
重
」「
考
え
さ
せ
る
」「
見

守
る
」
と
い
っ
た
意
識
が
強
く
、
一
緒

に
考
え
、
最
後
に
背
中
を
押
す
タ
イ
プ

が
多
い
よ
う
で
す
【
図
表
5
】。
ア
プ

リ
の
利
用
方
法
や
、
社
会
課
題
・
多
様

性
へ
の
価
値
観
を
子
ど
も
が
親
に
伝
え

る
「
逆
社
会
化
現
象
」
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
興
味
深
い
点
で
す
。
学
歴
や
進
学

へ
の
考
え
方
は
、
偏
差
値
や
大
学
名
よ

り
も
「
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を

伸
ば
せ
る
か
ど
う
か
」
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
わ
が
子
の
意

向
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供

が
望
ま
れ
ま
す
【
図
表
6
】。

　
こ
の
よ
う
な
α
世
代
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
く
べ
き
か
。
ま
ず
は
、
A
I

へ
の
対
応
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
の

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
あ
る
A
I
が
取

り
込
み
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
成
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
し
や

す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と
。
一
方
的
な

情
報
発
信
や
プ
ッ
シ
ュ
型
広
告
で
は
共

感
を
得
に
く
い
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
文
脈

で
用
意
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
関
心

の
高
い
社
会
課
題
に
つ
い
て
、
自
学
の

理
念
や
取
り
組
み
に
加
え
、
調
査
研
究

結
果
な
ど
も
あ
る
と
、Ａ
Ｉ
は
取
り
込

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
メ

デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
社
会
的
な
お
墨
付

き
を
得
ら
れ
れ
ば
、
信
頼
度
が
上
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ト
ー
ン
オ
ブ
ボ
イ
ス

の
見
直
し
も
お
勧
め
で
す
。
例
え
ば
、

「
個
性
」
が
あ
る
こ
と
が
前
提
の
彼
ら

に
、「
個
性
を
伸
ば
す
教
育
」
は
ど
う

受
け
止
め
ら
れ
る
か
。「
好
き
な
事
が

で
き
る
」
と
い
っ
た
方
が
共
感
さ
れ
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
彼
ら
は
高
2
生
で
す
。
わ
れ

わ
れ
大
学
側
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
環
境

変
化
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
α
世
代
の
特

徴
を
理
解
し
、
そ
の
特
性
に
合
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
と
教
育
手
法
構
築

に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

検
索
し
な
い
、Ａ
Ｉ
あ
り
き
、

価
値
観
の
違
い
を
意
識
し
た
い

Z
世
代
は
S
N
S
ネ
ー
テ
ィ
ブ

α
世
代
は
A
I
ネ
ー
テ
ィ
ブ

11 No.320 10No.320

多
く
の
大
学
が
、Z
世
代
向
け
の
広
報
に
工
夫
を
重
ね
る
中
、今
の
高
２
生
か
ら
は
、「
α
世
代
」と
い
う
新
世
代
に

入
れ
替
わ
る
と
い
う
。彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
、α
世
代
研
究
の
第
一
人
者
に
聞
く
。

小々馬 敦 

産業能率大学
経営学部 教授

【図表4】情報源の世代間比較 【図表1】2036年の生産年齢人口の構造

【図表2】α世代の成長の振り返りとAIの導入

【図表3】Z世代からα世代への変化（AI前提の情報環環境へ）
α世代 α世代Z世代 Z世代情報源

デジタルネーティブ世代
SNSネーティブ世代

真のデジタルネーティブ
AIネーティブ世代メイン

サブ

その他

年

時期

出来事

誕生
（0歳）

幼児期
（0～3歳）

保育園・幼稚園児
（4～5歳）

小学校入学
（6～8歳）

小学生高学年
（9～11歳）

中学校入学
（12歳～14歳）

α
世
代
の
生
徒
と
保
護
者

特集  進学者減時代の学生募集

会話の中で新しいアニメを知っ
たり、友達が持っているものに
興味を持ったりする。

Instagramは複数アカウントを使
い分け、日常的に1日3時間以上
閲覧する。投稿は日常の出来事
を日記のようにストーリーへ。

同年代のYouTuberやゲーム
実況者が配信している、おも
ちゃやゲームのプレイ動画を視
聴。視聴デバイスはスマホか
Nintendo Switch。

X（旧Twitter）は複数アカウント
を使い分け、主に情報収集目的。

TikTokは親のスマホを借りて
たまに視聴。LINEは家族や親
しい友人との連絡用。

TikTokは音楽や動画を何とな
く眺めるだけ。LINEは家族や
親しい友人との連絡用。

▶個人用スマホ
を使い始める。
TikTokの動画視
聴に夢中になる
▶K-POPアイド
ル、YOASOBIの
「アイドル」が好き
▶家庭科の授業
で金融リテラシー
を学ぶ

▶検索サービスと
大規模言語モデ
ルを統合した機能
が商用化     

▶小学校で「マイン
クラフト」がはやる
▶週に2回は「水
泳教室」など習い
事に
▶親のアカウント
でYouTube rの
ゲーム実況を見る
▶親と一緒に「ポケ
モンGO」に出かける

▶学習型家電が
本格普及。複雑
な対戦ゲームに
強いAIが実現

▶家に多様なデ
ジタルデバイス
（スマホ、iPadな
ど）があり、スワイ
プやピンチの操
作を覚える
▶家族でWiiを楽
しむ。D S、たま
ごっち4U、ゲーム
は通信で

▶1歳のときに東
日本大震災。震
災のことは後に小
学校の防災の授
業で学ぶ
▶両親がスマホ
で毎日のように自
分の写真と動画
を撮影してくれる

▶iPhoneにSiri
が搭載される

▶Amazon Echo
発売

▶4年生で年号が「令和」に
▶5年生の春にコロナ禍始まる。
学校配布のタブレットでオンライ
ン授業。学習塾に通い始める
▶SDGs・英語・プログラミング
の授業が必須に
▶放課後は「フォートナイト」
に集まり友人と遊ぶ
▶家にスマートスピーカーが入
る。音声で指示することが日常に

▶OpenAIがGPT-3公開

検索はGoogleよりYouTube
を利用。おすすめ動画をつい、
だらだら見続けてしまう。

AIは話し相手。
AIに依存するのはほどほどに。

現実とネット・仮想空間は別の領域。

ネット情報を鵜呑みにせずに、
失敗しない様に自分で時間を掛けて調べる。

ネットで情報を調べることに時間を使わない。
AIで模範解を知った上で判断する。

メタバースやゲーム空間を生活圏と捉える。
現実とオンラインがシームレスにつながる。

「違い」は個性として尊重すべきと考える。
一方で、自分の「個性」に自信を持ちにくく
「系統を真似てみる・同調」で自己承認する。

多様性（ダイバーシティ）は当たり前。
みんな違っていて良いのだから、自分の
個性をアピールすることをしなくて良い。

「他者と衝突すること」「迷惑をかけること」
への気遣いが強い。

ヒエラルキー（序列）のあるコミュニティを避け、
居心地の良い「ゆるい」つながりを求める。

AIは自分のことを深く理解しているバディ（仲
間）であり家族や親しい友人と同様の存在。

▶iPad
発売の
年に
生まれる
▶Insta-
gram、
Twitter
サービス
開始

2010 2010～2013 2014～2015 2016～2018 2019～2021 2022～2024

※団塊Jr.世代は、1971-74生まれだが、ミレニアル世代の上の世代を団塊Jr.世代＋として1971-80年の期間で捉える

2036年の年齢

2026年の年齢

65 60 50 40 30 20（歳）

55 50 40 30 20 10（歳）

団塊Jr.世代＋

1971-80年生まれ
現在56-46歳

約2,000万人

1981-96年生まれ
現在45-30歳

ミレニアル世代
約2,200万人

1997-2009年生まれ
現在29-17歳

Z世代
約1,500万人

2010-24年生まれ
現在16-2歳

α世代
約700万人

・SNSネーティブ
・イベント体験に時間とお金を使う
・ブランド品よりも自分に合っているもの
・オンラインで仲間とつながる
・タイパ重視
・生まれたときからインターネット

・デジタルネーティブ
・モノよりコト重視
・ブランド品よりもユニークなもの
・コミュニティーに所属し仲間意識が強い
・コスパ重視
・子どものころからインターネット

・AIネーティブ
・リアルとバーチャルの区別
 なく生活する
・タイパ・コミュパ重視
・社会問題に敏感
・生まれたときからスマホ、タブレット

・消費意欲が旺盛
・ブランド品を好む
・競争意識が高い
・他人と違うことを求める
・子どものころはテレビ、
 成人後にインターネット

ミレニアル世代＋α世代の親子
団塊Jr.世代＋Z世代の親子

Z
世
代
の
受
験
生
と
ど
う
違
う
？

※対象：α世代の子どもを持つ母親。回答数650。複数回答可。

※対象：α世代の子どもを持つ母親。回答数650。複数回答可。
＊【図表3、5、6】小々馬 敦「子どもから親への逆社会化（Reverse Socialization）
の視点からみたα世代が家庭にもたらす価値観変化の研究～α世代の母親の消費
意識と行動調査～」（202６年）を基にBetween編集部にて一部加工 

【図表5】子育ての意識【図表6】学歴・大学進学の考え方
子どもの個性や「好き」を大切にしている
子どもに考えさせることを大切にしている

子どもの体調や心の変化に気付くよう意識している
子どもの生活リズムや睡眠時間を大切にしている

他の子どもと比べすぎないようにしている
失敗しても見守ることを意識している

正解が1つではないことを伝えるようにしている
将来に繋がる力を意識している

多様な価値観を尊重するようにしている
無理に詰め込みすぎないようにしている

スマホやタブレットの使用時間を制限している
子どもが使うサービスやコンテンツの安全性を確認している

勉強や習い事以外の体験を大切にしている
環境や社会のことを子どもと話すようにしている

49.1

48.9

60.3
53.7     
52.9     

42.5            
42.3            
40.2             
37.7               

30.2                    
29.8                    
29.5                    
27.8                     
25.2                       
24.3                       

20.2                          

「好きなこと・得意なこと」を伸ばせる環境であることが最も大切だと思う

大学卒の学歴は、将来の安定や就職に有利だと思う

大学名よりも、何を学びどんな力が身につくかが重要だと思う

専門性やスキルが身につくなら、大学の形にこだわらなくてもよい
（専門学校・高専・オンライン学習含む）

必ずしも大学進学が最良の選択とは思わない
（他の道も十分あり得る）
できるだけ偏差値や評価の高い大学に進学した方がよいと思う
大学には、知識よりも人間関係や経験・視野の広がりを期待している
学費やコストに見合う価値がある大学かどうかを重視する
（投資対効果）

（%）

（%）

AIの
導入

40.3

37.1

34.9

２３.７
２３.５

15.1

＊1 α世代に関する調査研究レポート「α世代白書」：（首都圏に在住する女子中高生70人への街頭インタビュー（産業能率大学小々馬敦研究室））

＊1

＊2 「子どもの影響で自分の考え方や行動が変わったと感じたことがある」49.2%、影響内容の内訳は、「デジタル機器への向き合い方」47.2%、「エコや環境への配慮」49.2%など（いずれもＴＯＰ2ボックス）

＊２

＊【図表1、2、4】小々馬 敦『新消費をつくるα世代』（日経BP、2024年）を基にBetween編集部にて一部加工 


